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　 1． は じ め L（

ftE．石輙 妬 炭の ピ 。 続 酬 尉 る低価 格 の 炭総 維 （ t“
，
・ 4ktt 素戀 隹）力擱

発 畝 ゼ ・ フ ト貅 斗・補翻 ・ して ・ 繍 伽 み 肱 て・ る昌 吠瀬誠繖 よ
翆

メ 冫 ド：】ン ク リ ー トの補強交力果K 関 甘る研 究は、既 に．数件幸凝告さ訳 て い る力叉そオ（61さ王 に

蓬続鯱 に よ る，翫 働 瀚 に 鰯 る勧 で、繍 維に よる飲 元 劣 ダム齢 ・二翻

se の は ごく m ずカ
・

であ毳

　本研 究では、 炭素縅縫の 分散1陛改善に効果の ある超徴紛末ラ リカ及 び 各艟 う りカ ち田 し、

て、 ピ 。 孫 懲 雛 の襁 髄 菰 元う ガ ム配 向 し t オ ー一　F ク レ づ 養生 した 炭素繦

維補強モ ）L・5Tル （CFRV ・1）に つ い て、 ラリカ の維撤 μ う りカ のラ翻 量ガ CFRM の コ ・ ラ

ス テ ン ラー厦が 強 さに 岌ぽす影響に っ い て検箚 する。

　 2．　イ吏甲木才来斗

　d ）　 e メ ン ト

　
・

巳 メ 冫 ト匕 して し9、普≦重ホ し トラ ン ド1巳メ 冫 ト（C）をイ重甲 した 。

　（2）　 う り カ

　 うり力 匕 しく1ま、　フ ェ ロ ラ リ コ フ

を製造する際に 副 生 苛る ラ リカ A （競

ガラス製造用 の ラ リ カ B〔＄）
，

石 炭火

力発電所に お い て煙彪の 途中 の 電気

集じん綴で蝶取 ざ 緬 う リ カ c （5」K

び JIS　A　6201（フ ライY ・
・ うエ ）の 規

定，LcS 木各する シ リカ　D（SP）起イ吏甲 しと，

こ 伽 ら の 性 囈屯 Ta』le　1 、＝ 斥訴．

（3） 炭織 維

炭素織維巳 して ば ビ リ 4 系縣

繊維も使甲 しTc． その 1陛質をTa」）le2

に 示 す．

　（4） ヲ疑知右1

Table 　工？　Physical 　Properties 　of 　Silicas ．

Type 　ofAdditiveSize

｛μ 皿 ）
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Table 　2 ．　Physical 　Properties 　of 　Carbon 　Fibers ．

Type 　ofAverageAverageSpecificYoung
ρ
STe 口s 工1e

CarbonDiame セerLe ¶ gthGravity 閏odulu5Strength

Fiber
（〃 厠 ） （mm ｝ （20

°
C ） 〔kg ん  ） （kg ／m 認）

Pitじ hTypCarbon14

。5 10 1．633800 80 ．0
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Table  3. MixProportions  orewllb!s.

Watev-Cernent
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　 　 　 　 Strerigth　 ef 　 CFXbls ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cor 　ressive 　 Stren9tin　 of 　caRMs ・

　 5． 総話

　Ll） 一鰻 に 、 う リカの縺類に か がわ ら 9
“
．炭素縅紿iのラ昆人 匕 う リカ己 メ ン ト比 の逆加 に

イ半い 、モ 托 タ ル の フ ロ ー値は臧 ！！　tfる。

　（2）　⊃1
丿力の柴壟類及μ

’
f リカセPtl』Lt　icニカ

・

カ）わらず、炭素織騫隹を5v。1％ji昆λ．するこ Z に よ っ て、

毛几タル の 曲げ強さは格段に 向 上 し、織維無ラ昆入の ぞ攻 の 約5〜ワ稽 ヒ．な る。 又 、ヲリカ包メ冫 ト比

が、炭素勧i紿i無ラ昆λ毛1しタ几 の 曲げ強 さに 厩iぎす暴彡響は ノ亅丶 さい ず、炭素織繼iを5レo尻ヲ昆人 しκ

場飢 は、ヲ肋 ヲ昆λが 曲 襁 さの 改暑に 楚 く寄与 レヲ｝旒 ラリカB の辮 幻嗤 蠱房 え5 焔 。

　〔3） モ 1しタル の 圧縮強さは、炭素纎維の 屍人 に よっ てイム下 苛る頓 向に
・
あ り、炭素繊維乞

規人 し、 う リ カ AL 他 の うリ カ を窟 用 し rc場合に は、 う リカ ゼ メ ン ト比 石官 シ リカに よる

弓鍵 の 差異は認 め ら取 ない
。 適 、 ：

yl 丿力の 縺類 欝 肋 δず、 うリカ A 匕他 の
：

v ・’）カ t
併 甲 した炭素纖維無i昆人モ 几 タ）Lの 圧繽強 さは、 う リカゼ メ 冫 ト比 の 増カロにイ半レ彪 しく増

刀ロ しt 三、 りカ A を単独で1弔い る よ リ毛・、イ也の う リカ ビのイ＃用 ず如果6自である．
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